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ニュータウン動物愛護会のメンバーと個人ボランティアさんとで『災害ペットレス

キュー横浜』を立ち上げたのが４月。距離的な限界を感じつつ、震災と原発事故の起

きた福島県の警戒区域内とその周辺のペットレスキュー活動を行っています。現在ま

でに犬１５頭、猫２２頭を保護しました。

どの動物も飼い主さんとのドラマがあります。偶然通りかかった私たちがペットレ

スキューと分かると、「おらの犬も乗せてってくんねえかな。」とずっと下を向いたま

まの葛尾村のおじいさん。「原発さないとこ行って可愛がってもらえ。」と愛犬を託し

た飯舘村のお母さん。

地割れの道をゆっくり進んでいると、その音を聞きつけて「待って～～～！」と言

わんばかりに走り寄ってくる猫。みんなみんなつらい思いを抱えていますが、私たち

ボランティアは安心して眠れる場所と食事を提供して、いつか必ず家族として迎え入

れてくれる家を見つけてあげたいと頑張っています。

今までのところ、気になる放射線に関して基準値を超える動物は一匹もいませんで

した。そのため除染も必要ありませんが、シャンプーは済ませておりますのでご安心

いただけると思います。

新聞発表では警戒区域内に残されたペットはおよそ１０００匹とか。しかしその数

倍はいると思われます。

県、獣医師会や動物救援本部がどれだけシェルターを用意してもすぐにいっぱいに

なってしまいます。えさやりが精一杯の現状でもあります。

そして二次災害。放し飼いになった犬猫たちが次々子どもを産んでいます。

人間を知ることなく成長している犬猫たちがこの現代の日本にいる現実を信じられま

すか？

三つ子の魂百までといいますが、何とか小さなうちに保護し、野生化する前に人間

の手のぬくもりの中に戻さなければ・・・・そんなことを思い、又被災地の一日も早

い復興を願いながら、終わりの見えないレスキュー活動を続けています。

お問い合わせいただけましたら活動の近況などもお伝えいたします。又福島での被

災のパネルができあがっております。皆様のお力をお借りして、この現実をお知らせ

するためのミニパネル展なども開催できたらと思っております。

”過去のもの”と風化させることなく、
この活動と不幸な現実を

皆様の心にとめていただけましたら幸いです。

被災ペットレスキュー横浜

ニュータウン動物愛護会 日向 千絵

東 日 本 大 震 災 被 災 動 物 へ ご 支 援 の お 願 い

郵 便 振 替 ： ０ ０ ２ ０ ０ － ３ － １ ７ ７ ５ ５ ニ ュ ー タ ウ ン 動 物 愛 護 会
（ 備 考 欄 に 震 災 と 記 入 し て く だ さ い ）

問 い 合 わ せ 080-1097-0420 日 向 080-5524-7471 鈴 木

ニ ュ ー タ ウ ン 動 物 愛 護 会 http://www.satooya1122.com
ご注意！ 主にネット上などで、善意を騙るニセ募金が行われています。ご支援は信用できる団体を通して行ってください。

協議会事務局 PHS:080-3497-2049・045-978-4976
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大地震、巨大台風、
火山噴火、洪水など

天災に見舞われた
とき

ペットの命を守るの
は飼い主

人間にもっとも身近な動物である犬と猫が

平和に安全に暮らせる社会は、

きっと人にも優しいはず。

だから、自分の周りから変えてゆこう。

そのためのヒントを探してみよう。

この映画を見たあと、

そんなふうに考える人が増えてくれたら

嬉しいです。

渡辺眞子
（作家／「捨て犬を救う街」）

一 人の 猫好 き のおば あさん の「不 幸な犬猫

を 減ら した い 」と言 う思い から、 この映画

は 生ま れま し た。そ して、 犬と猫 をめぐる

旅が始まります。

完成までには４年が費やされました。

監 督は 、ド キ ュメン タリー 映画「 あしがら

さん」で路上に生きる人々に寄り添った

飯田基晴。

犬 と猫 が歩 く ような 低い視 点から 、人と犬

猫 の関 係を し っかり 見つめ ます。 映し出さ

れ るの は、 鉄 柵の向 こうか ら悲し げな目で

見 つめ る犬 、 行政施 設に持 ち込ま れる生ま

れ たば かり の 子猫た ち。更 には、 動物愛護

先 進国 ・イ ギ リスの 姿、捨 てられ た命を救

う ため 奮闘 す る人々 の苦悩 。でも そんな重

苦 しい 現実 の 合間に 描かれ る、動 物たちの

ほのかなユーモアが心をほぐしてくれます。

「 犬と 猫と 人 間と」 からは 、知ら れざる多

く の 現 実 の 先 に 、「 か わ い そ う 」 と 言 う 感

傷 を乗 り越 え る、さ さやか な希望 が見えて

くるはずです。

問い合わせ：045-981-6253（18:30以降)
080-6504-5584 豊田まで
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テレビでおなじみ
カイチュウ博士としても有名な
藤田紘一郎先生のおはなし
とてもためになったニャ
お は な し の一 部 を ご 紹 介 し ま す 。

詳 し く は

『 イ ヌ か ら ネ コ か ら 伝 染 る ん で す 』
う つ

（ 講 談 社 ） を 参 照 し て く だ さ い

区民祭り 健康フェスティバル

楽しさいっぱい！
みんなで遊びに

来てね

第 ９ 回 ね こ と の 暮 ら し を 考 え る 講 演 会

「人と動物のより幸せな生活のために」

講 師 ： 藤 田 紘 一 郎 先 生 人間総合科学大学教授 東京医科歯科大学名誉教授

平成２３年１月１１日

青葉区役所会議室にて

１１月３日(文化の日) 青葉区役所にて
今年も参加します

詳しくは広報青葉１０月号にてお知らせします。

商品の売り上げは

すべて不幸な猫を増やさない

ための活動資金(不妊・去勢

手術など)にあてられます。



不幸な猫を増やさないための活動資

金（不妊・去勢手術など）はまだま

だ足りません。

当協議会ではこれからも猫との共生

を目指し、活動を続けて参ります。

皆様の温かいご理解とご支援をお願

い申し上げます。
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平 成 ２ ２ 年 度 収 支 決 算 平成22年5月～平成23年4月

収 入 の 部 支 出 の 部

時間：午前 11:00 ～午後 4:30
場所：青葉区役所ロビー売店横

当協議会オリジナルグッズ・手作りトール
ペイント小物などの販売をしています

・猫に関する日頃の悩みなど、ざっくばら
んにおしゃべりしながら楽しい時間を過
ごしましょう。

・キャットメイト以外の方もご参加いただ
けます。皆様お誘い合わせのうえお気軽
にご参加下さい。

・ご都合のつく短時間の参加でもオーケー
です。

・手作りの好きな方は、トールペイント、
缶バッジ作りなどにもチャレンジしてみ
ませんか？ 誰にでも簡単にできます。

キ ャ ッ ト メ イ ト 交 流 会

毎 月 第 ２ 水 曜 日 は 楽 し い第１０回定期総会開催（６月２３日）

会長

事 務 局 長

会 計 理 事

理事

理事

理事

理事

理事

理事

理事

理事

監査

事 務 局 員

事 務 局 員

顧問

顧問

参与

：馬場 和清

：辻 裕介

：鈴木 道夫

：太田 成江

：松浦 清次

：日向 千絵

：小林 尚子

：山下理恵子

：長澤 恵子

：井上満知子

：斉藤 正美

：滝口 純子

：清水香世子

：田川 直子

：富田 千秋

：土田 直人

：保 英樹

馬場動物病院 院長

フォレスト動物病院 院長

可愛動物病院 院長

神奈川捨猫防止会

青葉区保健活動推進委員会 会長

ニュータウン動物愛護会

神奈川捨猫防止会

ねこのようちえん 代表

神奈川捨猫防止会

キャットメイト

キャットメイト

青葉区保健活動推進委員会 副会長

キャットメイト

青葉区ねことの暮らしを考える協議会 会員

青葉福祉保健センター長

青葉区獣医師会 会長

青葉区福祉保健センター生活衛生課長

会員、来賓の方々に列席していただき、総会を開催い
たしました。２２年度の行事、決算報告と２３年度の
予算案承認など例年通りの議事に加えて、会長はじめ
一部役員の交代も承認されました。新規役員は下記一
覧の通りです。

平成２３年５月２６日の理事会において、

キャットメイトへの不妊・去勢手術費用の一部助成に関する
会則が以下のように変更になりました。

昨年度 平成23年7月1日より

自己負担額
オス ３，０００円

メス ５，０００円

オス １，０００円

メス ２，０００円

頭数に関しては昨年同様制限はありません。
ワクチン一回分・マイクロチップの費用も含まれます。

※ご不明な点は事務局までお問い合わせください。

科目 予算額 決算額

前年度繰越金 915,563 915,563

一般会員会費 212,000 148,000

賛助会員会費 70,000 40,000

獣医師会会費 162,000 156,000

寄付金 350,000 292,271

募金 150,000 254,161

補助金 69,750 69,750

雑収入 200,000 527,992

収入計 2,129,313 2,403,737

科目 予算額 決算額

事務用品費 30,000 35,936

通信費 160,000 36,420

不妊去勢事業 750,000 692,232

適正飼育啓発事業 250,000 190,000

広報事業 300,000 125,536

新しい飼い主探し事業 450,000 41,315

会議費 50,000 0

予備費 139,313 11,424

支出計 2,129,313 1,132,863

当協議会は

横 浜 市 よ り 、 「 青 葉 区 役 所 と協 働 事 業 等

でつながりのある団体である。 」 と指定さ

れ、売上金のすべてを不幸な猫を増やさ

ないた めの 活 動 資 金 （ 不妊 ・去勢 手術 な

ど）にあてることを条件として、区役所102

会議室にて商品の販売を行っています。

問い合わせ
協議会事務局 電話： 080-3497-2049
青葉福祉保健センター生活衛生課

電話： 045-978-2465

ご寄付のお願い

新規会員及びボランティアさんの募集

随時募集しております。

私達スタッフは「不幸な猫を１匹でも減らしたい！」と日々

エネルギッシュに活動していますがスタッフが足りません。

お手伝いいただける方は事務局までご連絡ください。


